
も
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も
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石
川
・森
本
Ｃ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
羽
昨
郡
宝
達
志
水
町

（旧
押
水
町
）
森
本

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
四
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
卿
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
本
恭

一
・
澤
辺
利
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
弥
は
宝
達
山
西
麓
に
東
西
に
刻
ま
れ
た
幅
約
五
〇
ｍ
の
小
解
析
谷
出
口
に

立
地
す
る
。
調
査
は
県
道
拡
幅
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地
は
谷
中
央
部
に
あ
た

る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、

二
条
の
旧
河
道
で
あ
る
。

東
西
に
長
い
調
査
区
の
西
半

部
に
お
い
て
は
、
現
在
の
谷
に

斜
行
し
て
北
東
か
ら
南
西
に
流

れ
る
幅
約
九
ｍ
深
さ
約

一
・

五
ｍ
の
旧
河
道
を
検
出
し
、
弥

生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
中

期
ま
で
の
遺
物
が
多
量
に
出
土

2004年出上の木簡

し
た
。
谷
奥
に
あ
た
る
東
半
部
で
は
、
同
方
向
を
向
く
幅
四
ｔ
五
ｍ
深
さ
約

一
ｍ
の
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
前
半
に
か
け
て
の
旧
河
道
Ｓ
Ｄ

一
を
検

出
し
た
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ

一
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
、
直
径
約
四
Ｏ
ｃｍ

の
木
製
鉢
、
「中
山
寺
」
「川
相
」
「田
処
家
」
な
ど
の
墨
書
土
器
約
五
〇
点
の

ほ
か
、
底
部
外
面
に

「中
山
寺
」
と
墨
書
し
、
側
面
に
髭
を
た
く
わ
え
た
人
面

を
倒
立
に
描
い
た
仏
鉢
模
倣
須
恵
器

一
点
を
含
む
多
量
の
上
器
が
あ
る
。
木
簡

⑪
は
、
完
形
の
墨
書
土
師
器
鉢
や
塁
書
須
恵
器
杯
な
ど
が
出
土
し
た
河
道
最
下

層
の
暗
黄
白
色
粗
砂
層
の
上
位
に
堆
積
す
る
褐
色
腐
植
物
層
か
ら
出
土
し
た
。

調
査
区
内
に
お
い
て
は
他
の
遺
構
は
僅
少
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

一
内
の
遺
物
分
布

状
況
か
ら
、
そ
の
左
岸
に
接
し
た
丘
陵
裾
部
に
遺
跡
主
体
が
あ
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
木
簡
や
墨
書
土
器

「中
山
寺
」
な
ど
か
ら
み

て
、
宗
教
的
施
設
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
古
代
に
加
賀

・
能
登
の
国
境
を

な
し
た
と
い
わ
れ
る
大
海
川
に
近
い
立
地
で
あ
る
こ
と
や
、
近
接
し
て
経
路
が

想
定
さ
れ
る
北
陸
道
能
登
路
と
の
関
連
も
注
意
さ
れ
、
公
的
性
格
を
併
せ
も
っ

た
施
設
と
も
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
＜
合
〔剛
配
□

『納
補
細

一国
鶴
治
維
．剛
ヵ
学

名

喬

留

縦

閣

呂

畿

呼

理

遭

愁

×
∽

鼠

(津幡・石動)
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９
　
　
「
（符
篠
）
日
日
日
Ш
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞］
×
ふ
×
『
Ｐ
Ｐ

ω
は
完
形
に
近
い
状
態
と
思
わ
れ
、
頭
部
両
側
に
は
切
り
欠
き
を
加
え
る
。

両
面
に
文
字
が
記
さ
れ
、
う
ち
表
面
は
弱
く
削

っ
た
後
、
習
書
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
②
は
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
と
思
わ
れ
、
上
端
に
孔
が

穿
た
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
ほ
か
の

ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

卿
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』

一
三

（二

〇
〇
五
年
）

（澤
辺
利
明
）

木
簡

の
釈
文

の
訂
正
を
め
ぐ
る
雑
感

最
近
、
木
簡
の
釈
文
の
訂
正
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
た
。
不
完
全
か
つ
不
鮮

明
な
文
字
を
対
象
と
す
る
場
合
が
多
い
以
上
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
、
事
例
の
増

加
や
機
器
の
進
歩
に
よ
る
研
究
の
進
展
の
結
果
と
し
て
素
直
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で

は
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
出
土
文
字
資
料
で
あ
る
以
上
、
木
簡
の
釈
文
の
訂
正

の
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
の
し
か
た
に
は
、　
一
定
の
約
束
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
脆
弱
な
遺
物
そ
の
も
の
の
恒
常
的
な
公
開
は
保
存
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

そ
こ
で
調
査
機
関
は
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
責
務
を
負
う
わ
け
で
、
調
査

主
体
が
釈
文
に
対
し
て
負
う
責
任
は
重
い
の
で
あ
る
。
木
簡
は
あ
く
ま
で
考
古
遺

物
で
あ
っ
て
、
文
字
資
料
と
し
て
単
独
で
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
木
簡
の
釈
文
は
、
こ
れ
を
資
料
と
し
平
均
化
で
き
る
調
査
機
関
の
責
任
に
お

い
て
基
本
的
に
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
利
用
者
が
勝
手
に
訂
正
し
て
立
論
す

る
の
は
論
外
と
し
て
も
、
報
告
書
に
よ
ら
な
い
釈
文
の
利
用
に
は
最
大
限
の
注
意

が
必
要
で
あ
る
し
、
地
方
史
編
纂
な
ど
の
際
の
再
検
討
に
よ
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、

調
査
主
体
の
了
解
の
な
い
変
更
を
濫
り
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
調
査
機
関
の
側
と
し
て
も

一
旦
公
表
し
た
釈
文
を
正
式
に
報
告
書

で
訂
正
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
本
誌
の
訂
正
と
追
加
欄
は
、
調
査
機
関
を
主

体
と
す
る
訂
正
の
場
を
提
供
す
る
意
図
も
込
め
て
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
本
誌

（会
）
が
い
わ
ば
調
査
機
関
と
研
究
者
の
間
を
取
り
持
つ
媒
体
と
し
て
、
今
後
も

木
簡
の
も
つ
情
報
を
最
大
限
に
引
き
出
す

一
助
と
な
れ
た
ら
と
思
う
。
編
集
の
過

程
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ

り
、
調
査
機
関
の
み
な
さ
ま
に
も
ど
う
か
そ
の
点
ご
理
解
を
た
ま
わ
り
た
い
。

（渡
辺
晃
宏
）

(1)

(いずれも赤外線画像)
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